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待ちにまったプール開き
　７月１日（日）、町営益丸プールに
おいて、プール開きが行われました。
この日は、梅雨もどこかに行ったよう
な快晴に恵まれ、たくさんの子どもた
ちが涼を求めて元気いっぱいに水遊び
を楽しみました。
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人権啓発シリーズ24-4
○女性の人権（大崎町人権教育・啓発基本計画より）
施策の方向性
①�女性があらゆる場に参画し能力を発揮するために、性による固定的役

割分担意識を取り除き、男女平等・対等意識の啓発に努めます。
②�男女共同参画社会の構築のための講座や学習会等を開催し、女性の社

会進出・地位向上に努めます。
③�ドメスティック・バイオレンスなどの根絶のために、関係機関との連

携や支援体制の充実に努めます。
④�女性が主体的に活動を展開していけるように、各女性団体等の支援・

情報提供等を行います。
⑤�女性に対する暴力や就労の場における性差別等、女性に関するさまざ

まな人権問題の解決のための支援・相談体制の充実に努めます。
⑥�女性の広場推進会議の活動や、男女共同参画推進大会の充実に努めま

す。


